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を 。 はじめに 

世界の国々において。 電源電圧の変動のため 電球 寿 

まあ るとの情報をもとに。 大分県の 

ムーンズは。 電圧変動を掬え 寿命 

が 短くならない 電球ソケットを 発している。 しかし、 

実際にどの程度のニーズが 有るのか 

命館 アジア太平洋大学 (APU) は " 

学生 4 ㈹ 0  人のうちも 700 が アジアから来ている。 こ 

の多 文化環境の強みを 活かしアジアを 舞鶴した 申 小金 

業 と文科系大学の 新しい産学連携の 形態として「バ ロ 

一 ノミノ ン 。 マーケティンバ」を 寒 し実践した。 この結果。 

アジアで電球寿命が 短い 閑題 がり、 このような 電 

ケットにニーズあ ることが判った。 

この 多 文化環境の強みを 活かした新しい 産学連携 

の形態であ る「バローバル。 マーケテインバゴについて 

報 管する。 

電圧が高くなるに 

が 3 ㈱Ⅴに上昇し 

た場合、 寿命はけ㏄の 20 時間程度となってしまう。 
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。 このような高い 電圧がかかる 

が 頻繁に発生しているとの 情報 

があ る。 このためく 抹 ) ムーンズでは。 電圧安定回路 

と 雷 サージ突入電流 翻止 回路を取入れた 図 2 に示す 

電球の発熱が ソケッ怒こ 伝導することによる 電子 

ることが量産でほ 必要で 

ケットの放熱機構設計であ る。 

おいてあ り。 磯切 

に 発生しているとのことであ るが。 清報 が断片的で市 

りするに至っていない。 事業化のために 

は 。 問題の程度。 ニーズを 明 にする 必 嬰があ った。 

財団法人大分県産業 

官学連携により、 これ 

具体的には。 お互いの強みを 持ち寄り、 ( 株 ) ムーン 

ズが「自動パワーコントロール 機能付き電球ソケット 

  

l 0 
    

発 」。 ( 株 ) ヂ ンケンが「ソケット 管体 構造設計量 

産技術の検討」、 立命館アジア 太平洋大学が「世界各 

国の白熱灯の 問題点とニーズの 調査」を 扮 

した。 
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学しており。 総学生数の ゑ 0% を国際学生が 占めている。 

特に " アジアから 27 銭 人 が在学し 3 鰯を占めてい 

時点 ) また 目 本語と英語の 雨方で同 

業を行っており。 多 文化および多言語 

語と英語が公用語となっている。 

調査を行った。 この結果。 図 きに示す。 

3 ケ 月に 4 回以上白熱灯を 交換する場合を。 白熱灯 

の 電球寿命が短い 聞 とすると。 バンバーパ フアイ 

シュ " モンゴル。 タイ。 中国。 インドネシア。 スぴ ラ 

ンカ、 ミヤンマー " インド等で問 

た目 " 

らの 。 白熱灯の電球寿命が 短い閥 

を地図に示すと " こ 。 アジアの殆どの 国 

で 電球寿命が短。 ていることが 判った。 

  

 
 

 
 

 
 

  

  

  

、 開題があ る園女 

肛 帰国する国際学生に 依頼 し 。 アジアの各国で。 青 

灯の 問 露点およびニーズのアンケート 

もらった。 そして、 アジア各国で 合計 6 

を 得た。 この結果から。 図 5 に示すように " バンバラ 

ディシ ュ " ミ ヤンマー。 タイ、 ス ジランカ等で 電 

命が短い問題があ ることが判った。 

  

22% 以上 / 月 

臼弓紺 /2 ヶ 月 

01 魑 /3 ケ月 

1%/87 月 

蟄 綴文 率 鰯酸 ( アジア 各 ⑪ 
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これらの、 アジア各国の 白熱灯交換頻度から。 

ぱ 3 ケ 月江も國 の電球交換頻度の 場合電球寿命を 3 ケ 

を 求めて。 推計平均寿命 

を求め図 6 に示す。 推計平均寿命は。 バンバラデイシ 

ュの &. & ケ月 。 ミ ヤンマ一の 敬 8 ケ月 、 スリランカの 

  8 ケ 児等となっている。 

C れ i れ黛 - 湘 a%i 脅 

す 軸 ai@ 怠れ 己 

S バヒ a れ 数表 

Ⅴ 8 れ 卸 3r 

簗お ハ %@a ぜむ S 

の 寿命を延ばす 自動パワーコントロール 機能付き電球 

ソケットの購入意思を 調査した 
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、 図 7 に示す浅に、 平均すると 約 

入する意思を 示した。 

また " この様な白熱灯の 寿命を延 はす 電球 ソケッ ㌻ 

発され価格が 妥当であ ば 、 有効ですかとの 

に 示す様に。 有効と考える 人が約 

した。 

し 、 その結果を表 M 「示す。 

購入可能性価格は。 国により ノ グループに分かれ 

ている。 バンバラ ヂィ シュ。 ミ ヤンマー は 安い価格 

3 円を上げている。 他のタイ、 中国。 スリラン 

円を示している。 これは、 実 

際にこの 構 な商品が開発さ るか。 また供給される 
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か 疑問を持っていることが、 安い購入可能性価格に 

つながっている 可能性があ る。 

今後は。 マーケティンバの 次 ステップに進み、 実 

際のサンプルをテストしてもらい。 購入可能性と 購 

入可能性価格をアジア 各国で調査する 必要があ る。 

白熱灯の寿命を 短くする原因の 一 っとして電圧 

変動があ る。 しかし、 

儒者端での電圧変動の デ 

熱 灯の電球 所 寿命が短 レ 

る 国際学生に依頼し 、 各 

もった。 その各国での 平 

して図 9 に示す。 

この結果。 バンバラデイシュでは、 度々電気が来 

ない停電が起こっている。 この停電が。 白熱灯寿命 

に 大きく影響していると 考えられる。 

また、 中国北京でを 

電力需要が増加する 

低下している。 休日を含めた 3 日間とも同様の 結果 

を示しており。 電力需要に対応して 大きく電圧が 変 

; わかる。 しかし主に白熱灯を 使用 

Ⅳ程度に低下しているため。 

白熱灯寿命は 短くなっていない " 
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@@@@  Myanmar  -n@Thai@   nd                 
-" <@@Naming@ ， @@-SnLanhs@ -@" ， Bsngladesh 

瑠 @ 変勤 ( 各欝で 

ミ ヤンマ一でけ、 電圧変動と電力需要変動の 両方 

の 変動が見られる。 

この他、 スリランカ。 タイ。 中国の南京は、 電圧 

制御がうまく 行われている。 

大分県のべンチヤ 一企業 ( 株 ) ムーンズ は 、 世界の 

国々での電圧変動を 抑え寿命が短くならない 電球 ソケ 

、 ソト を開発している。 アジアにおける 電球寿命と電球 

ソケットのニーズについて。 立命館アジア 太平洋大学 

(Apu) の 多 文化環境の強みを 活かし、 新しい産学連携 

の形態として「バローバル。 マーケティンバ」を 提案し 

実践した。 この結果、 アジアで電球寿命が 短い問題が 

あ り、 このような電球ソケットにニーズあ ることが判 

った。 

アジアを目指す 中堅。 中小企業と。 多 文化環境を活 

アジア太平洋大学の「バローバル。 マーケ 

テインバ」は 、 新しい産学連携の 形態であ 

広範囲な製品、 技術等に応用できると 期待できる。 
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